
 

＜概要＞
  原子炉等規制法に基づき、平成9（1997）年度に報告された事故・故障の件数は4件で、3件は

原子炉の運転中または定期点検中に、あとの1件はメンテナンス建物において発生したものである
が、周辺環境への放射能の影響はなかった。

＜更新年月＞ 
1999年03月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  1997年度に原子炉等規制法に基づき報告された事故・故障の件数は、4件であった（前年度3

件）。これらを 表１ に示す。3件は原子炉の運転中または定期検査中に、あとの1件はメンテナン
ス建物において発生したものであるが、周辺環境への放射能の影響はなかった。

  表中の第4欄の「国際評価尺度」は、「国際原子力事象評価尺度（INES）」とも言い、難解な
原子力発電所の事象を専門家も一般の人々も共通して理解できるように、国際原子力機関
（IAEA）と経済協力開発機関（OECD OECD/NEA）によって策定された尺度である。この評価尺
度は、（1）放射性物質の発電所外への影響、（2）放射性物質の発電所内への影響、（3）発電所
の安全確保の機能の劣化、の3つを基準にして、レベル0から7までに分けられている。通商産業省
（現経済産業省）は、1992年8月からこの国際評価尺度を採用している。日本でのトラブルは、
ほとんどがレベル0になるので、このレベルを安全に影響を与え得る事象レベル0＋（プラス）と
安全に関係し得る事象レベル0−（マイナス）に分けている。

  この評価尺度は、原子力発電所に適用するためのものであるが、試験研究炉にも試験的に適用
した。

＜関連タイトル＞
 原子力施設の故障・トラブル・事故の国際評価尺度 (11-01-04-01)

 平成10年度試験研究用原子炉および研究開発段階炉における事故・故障 (12-03-01-19)
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